
資料５※この用紙はサンプルです。
（実際は、黄色の用紙に印刷して配布します。）



  

 

 

以下の調査は、新市街地への移転を希望される方へ、より具体的なご意向を確認するものです。 

●該当する方のみ、Ａ～Ｅに○をつけてください。希望するものが無い方は、提出不要です。 

●回答期限は、８月１２日（月）です。（郵送の場合は、必着） 期限内にご回答をいただけない場合、

ご希望に沿った対応ができない場合がありますので、ご注意ください。 

 質問内容（該当する方のみ、ご回答ください。） 

A 

昨年度の最終意向調査で世帯の分離を希望していなかった方で、 

新たに、 世帯を分けて転出・転居 を希望される方 

※世帯を分けての転出・転居とは 

震災時の世帯から複数世帯に分かれること。 

例：震災時に５人で居住していた世帯が、親世帯（夫婦２人）と子世帯（配偶者、子を含む３人）

に分かれるケース など。 

※特に希望の無い方は、記入丌要です。 

Ｂ 

災害公営住宅 へ入居を希望している方で、 

ペットゾーン へ入居を希望される方 

※ペットゾーンとは 

ペット（犬、猫、小動物、ハ虫類、鳥類など）を飼育できる区画を用意します。ペットとの共生

を望む方と、ペットが苦手な方などの居住地に、ある程度距離を設けることで、それぞれの生活

環境の向上を図ります。 

ペットゾーン以外でペットを飼育することはできませんので、ご注意ください。       

※どちらでも構わない場合は、記入丌要です。 

※将来ペットを飼うつもりである、現在飼っている場合のみ、○をつけてください。 

Ｃ 

災害公営住宅 への入居を希望している方で、 

車いす対応住宅 へ入居を希望している方 

※車いす対応住宅とは 

車いすに座ったまま使用できる台所や洗面台、幅の広い廊下や出入口、ゆとりをもって乗降でき

る広めの駐車場など、「車いすでの生活」に特に配慮した住宅のこと。緊急通報設備の設置に対応

しており、安心してお住まいいただけます。 

なお、他の災害公営住宅もバリアフリーに一定の配慮がされており、車いすの使用は可能です。 

※現に車いすを使っている方や、将来使うことが予想される方が世帯員にいる場合のみ、 

○をつけてください。 

Ｄ 

町が指定する住宅団地 に移転を希望する方で、（災害公営住宅を除く） 

コミュニティ単位（震災時の行政区）での移転 を希望される方 

※コミュニティ単位での入居とは 

震災時に同じ行政区でお住まいだった方々が、それぞれの合意のもと町へ申し出ることで、コ

ミュニティ単位でまとまって移転すること。災害公営住宅入居者のコミュニティ形成について

は、現在、ペア入居による入居方法をご案内しているほか、複数世帯によるグループ入居を検

討中です。 

※特に希望の無い方は、記入丌要です。 

E 

町が指定する住宅団地 へ移転を希望されている方で、 

移転後に 営農用農機具の保有 を予定している方 

※営農用農機具の保有とは 

営農用のトラクターやコンバイン等、大型の農機具を保有すること。（家庭菜園用の機具は除

く。）ここでのご回答は、交通渋滞の回避や 快適な道路環境に配慮した区画割を決定するた

めの参考とさせていただきます。 

※特に希望の無い方は、記入丌要です。 

お問合せ先（記入にあたり、ご丌明な点がある場合は、以下にご連絡ください。） 
Ａ・Ｄ・Ｅについて：震災復興企画課 ０２２３－３７－０４９７ 

Ｂ・Ｃについて：震災復興整備課 ０２２３－３７－０５９８ ・まちづくり整備課０２２３－３７－５１１１ 

意向追加確認書 

※ こ の 用 紙 は サ ン プ ル で す 。 
（実際は、緑色の用紙に印刷して配布します。） 

 

４ 

回答は個人情報として厳重に管理し、調査の目的以外に一切使用いたしません。

また、個人が特定できる形での集計結果の公表はいたしません。 

 

 

４ 

回答は個人情報として厳重に管理し、調査の目的以外に一切使用いたしません。

また、個人が特定できる形での集計結果の公表はいたしません。 

 

 


